
つ
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
聖
人
が
用
い
ら
れ
た
讐
嶮
や
説
話
に
は
、
警

嶮
や
説
話
の
持
つ
意
味
を
こ
え
た
宗
教
的
な
深
い
意
味
が
う
か
が

え
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕（
１
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
四
七
巻
所
収
の
『
宝
物
集
』
に
ょ

ｚ
》
◎

（
２
）
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
一
七
五
九
’
一
七
六
五
頁

（
３
）
右
同
番
一
七
六
五
頁

（
４
）
全
二
三
紙
の
内
、
五
紙
を
費
や
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
の
書
状
は
、
一
紙
の
も
の
か
ら
二
十
紙
以
上
に
わ
た

る
も
の
ま
で
、
長
短
様
々
な
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

大
部
分
は
檀
越
に
宛
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
聖
人
の
布
教
活
動
に

お
け
る
書
状
の
も
つ
重
要
性
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で

日
蓮
聖
人
自
筆
書
状
の

料
紙
使
用
法
に
つ
い
て寺

尾
英
智

あ
る
。と
こ
ろ
で
、
聖
人
の
書
状
が
ど
の
様
に
認
め
ら
れ
、
ど
の
様
な

形
を
も
っ
て
い
た
か
、
そ
の
形
態
的
面
に
つ
い
て
は
、
従
来
あ
ま

り
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
遺
文
の
文
献
学
的
研

究
を
進
め
る
場
合
、
そ
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
真
蹟
遺
文
が
本
来

ど
の
様
な
形
態
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
に
お
い
て
は
、
古
文
書
学
的
視
点

か
ら
真
蹟
書
状
の
形
態
に
つ
い
て
、
特
に
料
紙
の
折
り
方
、
封
等

に
つ
い
て
二
・
三
の
事
例
の
検
討
を
行
な
い
た
い
。

ま
ず
、
比
較
的
事
例
の
多
い
二
紙
の
書
状
に
つ
い
て
承
る
と
、

『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
等
に
よ
り
十
四
通
を
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
る
。
こ
の
う
ち
切
封
墨
引
・
上
書
の
確
認
さ
れ
る
も
の
四
通
、

上
書
の
確
認
さ
れ
る
も
の
－
通
が
あ
り
、
位
置
は
い
ず
れ
も
第
二

紙
奥
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
般
に
二
紙
の
書
状
の
場
合
に
は
、
本
文
の
記
さ

れ
て
い
な
い
面
を
背
中
合
わ
せ
に
し
て
、
一
紙
奥
か
ら
折
り
た
た

ま
れ
て
封
・
上
書
が
加
え
ら
れ
、
こ
れ
を
開
く
と
封
・
上
書
は
二

紙
奥
に
位
置
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
聖
人
の
書
状
の
場
合

に
も
同
位
置
に
封
・
上
書
が
検
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
更
に

「
観
心
本
尊
抄
副
状
」
修
理
の
過
程
で
折
目
跡
が
発
見
さ
れ
、
上

述
の
場
合
と
同
一
に
折
り
た
た
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
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っ
た
。
次
に
四
紙
の
書
状
に
つ
い
て
承
る
と
、
先
と
同
様
に
四
通
を
あ

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
う
ち
一
通
に
墨
引
、
二
通
に
墨
引
・

上
書
の
断
片
が
貼
合
さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
来
は

第
一
紙
端
裏
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
問
注
得

意
紗
」
の
第
四
紙
は
、
字
面
を
中
に
し
て
折
り
た
た
ま
れ
、
こ
の

時
に
は
一
番
内
側
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
上
か
ら
四
紙

の
書
状
は
、
第
一
紙
を
一
番
外
側
に
、
第
四
紙
を
一
番
内
側
に
し

て
、
い
ず
れ
も
字
面
が
中
に
な
る
よ
う
に
重
ね
ら
れ
て
折
り
た
た

ま
れ
、
墨
引
・
上
書
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

ま
た
、
五
紙
或
は
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
書
状
に
お
い
て
本
紙
に
封

が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
検
討
す
る
と
、
四
紙
と
同
様
に
第
一

紙
端
裏
に
墨
引
或
は
墨
引
・
上
書
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
事

例
は
少
い
が
、
こ
れ
ら
の
書
状
も
四
紙
の
書
状
と
同
様
に
封
が
加

え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
聖
人
の
長
文
の
書
状
に
お

け
る
封
の
加
え
方
、
或
は
料
紙
の
折
り
方
の
一
つ
の
特
徴
を
示
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
主
に
二
紙
及
び
四
紙
の
書
状
の
折
り
た
た
ゑ
方
等
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
た
。
こ
こ
で
取
上
げ
た
事
例
は
、
本
紙
に
封
が

加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
聖
人
の
書
状
に
は

懸
紙
を
伴
な
う
場
合
や
、
料
紙
の
表
裏
両
面
に
本
文
を
記
し
て
い

近
年
、
霊
山
往
詣
は
、
日
蓮
聖
人
の
成
仏
論
や
、
宗
教
的
安
心

の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特

に
、
聖
人
が
自
身
の
霊
山
往
詣
の
願
望
や
確
信
を
述
べ
て
お
ら
れ

る
佐
渡
期
の
遺
文
に
ゑ
ら
れ
る
説
示
と
、
前
後
の
文
脈
の
関
連
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
ゑ
た
い
。

文
永
九
年
の
『
開
目
抄
』
、
『
富
木
殿
御
返
事
』
、
お
よ
び
龍

口
法
難
の
体
験
を
述
懐
さ
れ
た
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
に
は
「
霊

ス

ヲ

山
に
ま
い
り
て
」
（
六
○
五
頁
）
、
「
期
二
霊
山
浄
土
こ
（
六
二

チ
レ

○
頁
）
、
「
日
蓮
今
夜
頚
切
て
霊
山
浄
土
へ
ま
い
り
て
」
（
九
六
企
、

六
頁
）
等
、
霊
山
往
詣
の
願
望
、
確
信
と
共
に
、
「
生
死
を
離
時

ル

は
必
此
重
罪
を
け
し
は
て
入
出
離
す
べ
し
（
略
）
大
難
の
来
は
、

る
事
例
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
は
聖
人
以
外
に
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
後
日
の
課
題
と
し

た
い
。

日
蓮
聖
人
の
霊
山
往
詣
論
に

つ
い
て
の
一
考
察

都
守
基
一

(I38)


